
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①

二
年
（

）
組

氏
名
（

）

「
ガ
イ
ア
の
知
性
」

文
章
の
構
成
を
理
解
し
よ
う
。

☆
第
一
大
段
落

文
章
全
体
の
中
で
の
役
割
（

）

形
式
段
落
の
範
囲
（

）

意
味
段
落
□一

キ
ー
ワ
ー
ド

理
由

形
式
段
落
の
範
囲
（

）

意
味
段
落
□二

キ
ー
ワ
ー
ド

理
由

第
二
大
段
落

文
章
全
体
の
中
で
の
役
割
（

）

形
式
段
落
の
範
囲
（

）

意
味
段
落
□三

キ
ー
ワ
ー
ド

理
由

形
式
段
落
の
範
囲
（

）

意
味
段
落
□四

キ
ー
ワ
ー
ド

理
由

形
式
段
落
の
範
囲
（

）

意
味
段
落
□五

キ
ー
ワ
ー
ド

理
由

形
式
段
落
の
範
囲
（

）

意
味
段
落
□六

キ
ー
ワ
ー
ド

理
由

形
式
段
落
の
範
囲
（

）

意
味
段
落
□七

キ
ー
ワ
ー
ド

理
由

第
三
大
段
落

文
章
全
体
の
中
で
の
役
割
（

）

形
式
段
落
の
範
囲
（

）

意
味
段
落
□八

資
料
編



ワ
ー
ク
シ
ー
ト
②

二
年
（

）
組

氏
名
（

）

「
ガ
イ
ア
の
知
性
」

文
章
の
内
容
を
理
解
し
よ
う
。

☆

一

意
味
段
落
□

要
点

見
出
し
（
文
章
全
体
の
中
で
の
役
割
）

落段大

二

一

意
味
段
落
□

第

要
点

見
出
し
（
文
章
全
体
の
中
で
の
役
割
）

三

意
味
段
落
□

要
点

見
出
し
（
文
章
全
体
の
中
で
の
役
割
）

四

意
味
段
落
□

要
点

見
出
し
（
文
章
全
体
の
中
で
の
役
割
）

五

落

意
味
段
落
□

段

要
点

大

見
出
し
（
文
章
全
体
の
中
で
の
役
割
）

二第

六

意
味
段
落
□

要
点

見
出
し
（
文
章
全
体
の
中
で
の
役
割
）

七

意
味
段
落
□

要
点

見
出
し
（
文
章
全
体
の
中
で
の
役
割
）

八

意
味
段
落
□

落

要
点

段

見
出
し
（
文
章
全
体
の
中
で
の
役
割
）

大三第 資
料
編



資
料
編

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
③

二
年
（

）
組

氏
名
（

）

「
ガ
イ
ア
の
知
性
」

文
章
の
展
開
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

☆○
あ
な
た
が
筆
者
だ
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
だ
ろ
う
？
（
必
ず
し
も
全
て
の
意
味
段
落
を
使
わ
な
く
て
よ
い
）

意
味
段
落
の
並
べ
方
（
順
序
）

理
由
は
？

←←←←←←←

○
筆
者
の
説
明
の
仕
方
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
よ
う

（
部
分
的
に
考
え
て
も
よ
い
）

。

意
味
段
落
の
並
べ
方
（
順
序
）

☆
な
ぜ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
段
落
は
あ
る
の
だ
ろ
う
？

◆
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
並
び
方
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

一

意
味
段
落
□

←

二

意
味
段
落
□

←

三

意
味
段
落
□

←

四

意
味
段
落
□

←

五

意
味
段
落
□

←

六

意
味
段
落
□

←

七

意
味
段
落
□

←

八

意
味
段
落
□



資
料
編

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
③

二
年
（

）
組

氏
名
（

）

「
ガ
イ
ア
の
知
性
」

文
章
の
展
開
に
つ
い
て
考
え
よ
う

（
生
徒
の
回
答
例
）

☆

。

○
あ
な
た
が
筆
者
だ
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
だ
ろ
う
？
（
必
ず
し
も
全
て
の
意
味
段
落
を
使
わ
な
く
て
よ
い
）

並
べ
方
（
順
序
）
に
注
目

意
味
段
落
の
並
べ
方
（
順
序
）

理
由

最
初
に
筆
者
の
意
見
が
あ
る
と
、
初
め
て
読
ん
だ
人
に
も
、
筆
者
は
こ
う
い
う
意
見
を
言
お
う
と
し
て

八
↓
一
↓
二
↓
三
↓
四
↓
五
↓
六
↓
七
↓
八

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
筆
者
の
目
線
で
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
読
み

手
に
話
の
内
容
が
伝
わ
り
や
す
い
と
考
え
た
。

意
味
段
落
の
並
べ
方
（
順
序
）

理
由

二
段
落
の
最
後
に
「
し
か
し
、
人
と
他
の
二
種
と
は
何
か
が
決
定
的
に
違
っ
て
い
る

」
と
書
い
て
あ

。

一
↓
三
↓
四
↓
五
↓
六
↓
七
↓
二
↓
八

る
。
そ
し
て
、
八
段
落
の
最
初
に
は
「
人
間
の
知
性
は
…
」
と
書
い
て
あ
る
。
だ
か
ら
、
二
段
落
と
八
段

落
を
つ
な
げ
た
方
が
よ
い
と
思
っ
た
。

意
味
段
落
の
並
べ
方
（
順
序
）

理
由

ま
ず
、
こ
の
文
章
全
体
の
話
題
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
二
段
落
を
お
く
。
そ
し
て
、
一
つ
事
例

二
↓
七
↓
三
↓
六
↓
五
↓
四
↓
八

を
挙
げ
明
確
に
す
る
。
そ
し
て
七
段
落
を
も
と
に
別
の
知
性
が
あ
る
と
い
う
疑
問
を
お
く
。
そ
の
上
で
イ

ル
カ
・
オ
ル
カ
の
事
例
を
挙
げ
、
疑
問
に
対
す
る
答
え
を
出
す
。
最
後
に
、
一
番
大
事
な
主
張
を
お
く
。

意
味
段
落
の
並
べ
方
（
順
序
）

理
由

ま
ず
、
最
初
に
イ
ル
カ
・
オ
ル
カ
・
象
の
知
性
を
説
明
し
て
お
け
ば
、
こ
の
先
で
イ
ル
カ
の
知
性
な
ど

五
↓
六
↓
七
↓
二
↓
三
↓
四
↓
一
↓
八

出
て
き
て
も
ど
う
い
う
知
性
な
の
か
分
か
る
か
ら
。

段
落
の
必
要
性
に
注
目

意
味
段
落
の
並
べ
方
（
順
序
）

理
由

二
段
落
は
話
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
部
分
だ
が
、
成
長
過
程
は
不
要
。
ま
た
、
四
段
落
に
イ
ル
カ
・
オ

一
↓
四
↓
七
↓
三
↓
八

ル
カ
の
こ
と
は
書
い
て
あ
る
の
で
、
五
、
六
段
落
は
不
要
。
三
段
落
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
答
え
を
先
に

出
し

「
こ
う
い
う
疑
問
も
あ
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
と
い
う
ふ
う
に
し
た
方
が
読
み
や
す
い
。

、

意
味
段
落
の
並
べ
方
（
順
序
）

理
由

一
段
落
の
い
き
さ
つ
は
不
要

（
読
者
は
期
待
し
て
い
な
い
と
思
う
）
四
段
落
の
疑
問
に
対
す
る
答
え

。

三
↓
二
↓
七
↓
八

は
、
事
例
で
分
か
る
の
で
不
要
。
五
、
六
段
落
の
イ
ル
カ
・
オ
ル
カ
の
事
例
は
あ
ま
り
具
体
的
な
事
例
と

は
思
え
な
い
の
で
象
の
例
だ
け
を
残
し
た

（
イ
ル
カ
・
オ
ル
カ
の
事
例
は
人
間
で
も
や
ろ
う
と
す
れ
ば

。

で
き
る
こ
と
で
、
象
の
例
は
超
常
現
象
の
よ
う
な
人
間
で
は
で
き
な
い
こ
と
の
よ
う
だ
か
ら

）。

意
味
段
落
の
並
べ
方
（
順
序
）

理
由七

段
落
の
例
は
知
性
と
い
う
感
じ
が
し
な
い
。

一
↓
二
↓
三
↓
四
↓
五
↓
六
↓
八


